
成人を祝う集いのご案内成人を祝う集いのご案内

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
今
年
度

予
定
さ
れ
て
い
た
ふ
れ
あ
い
文
化

祭
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

代
替
企
画
と
し
て
、
公
民
館
の

共
有
ス
ペ
ー
ス
を
利
用
し
、
「
八

重
原
ふ
れ
あ
い
展
示
会
」
を
開
催

し
ま
す
。

　

ご
来
場
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

開
催
期
間

2
月
2
日（
火
）～
2
月
22
日（
月
）

午
前
9
時
か
ら
午
後
9
時
30
分

ま
で

※
日
曜
日
は
午
後
4
時
30
分
ま
で

会
　
場

八
重
原
公
民
館　

共
有
ス
ペ
ー

ス
（
コ
モ
ン
ス
ペ
ー
ス
、
ホ
ワ

イ
エ
、
廊
下
な
ど
）

出
展
団
体

作
品
展
示
：
押
し
花
サ
ー
ク
ル
や

え
は
ら
、
八
重
原
絵
手
紙
サ
ー

ク
ル
ふ
う
せ
ん
、
八
重
原
絵
画

　

君
津
市
の
公
民
館
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、

３
月
か
ら
５
月
ま
で
休
館
と
な
り
、

６
月
か
ら
少
し
ず
つ
、
施
設
の
貸

し
出
し
を
再
開
し
て
き
ま
し
た
。

　

学
級
・
講
座
や
講
演
会
な
ど
人

を
集
め
る
公
民
館
主
催
事
業
は
、

９
月
か
ら
再
開
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
事
業
の
様
子
を
写

真
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

昨年度の君津中学校区実行委員会昨年度の八重原中学校区実行委員会

リラックスの深呼吸

この植物はなんでしょう？

とったぞー‼

ツバキに挑戦！

いたいた！あそこ‼

君津の在来の枝豆です

避難所でできる運動

倶
楽
部
、
八
重
原
俳
句
会
、
陶

芸
つ
ち
ら
く
、
陶
彩
の
会

子
ど
も
の
作
品
：
地
区
内
小
中
学

校
、
保
育
園
、
幼
稚
園
、
特
別

支
援
学
校

活
動
紹
介
：
Ｇ
Ｋ
Ｎ
ク
ラ
ブ
、
小

櫃
川
の
水
を
守
る
会
、
南
子
安

8
丁
目
自
主
防
災
会
、
八
重
原

中
学
校
生
徒
活
動
後
援
会
、
大

道
沢
公
園
ホ
タ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
ほ
か

【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と
し
て
】

・
来
場
時
は
マ
ス
ク
の
着
用
、
手

指
消
毒
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま

た
疫
学
的
調
査
の
都
合
上
、「
来

館
者
カ
ー
ド
」
の
ご
記
入
を
お

願
い
し
ま
す
。

・
３
７
．5
℃
以
上
の
熱
が
あ
る

方
、
体
調
の
悪
い
方
は
来
場
を

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

・
展
示
品
の
鑑
賞
中
は
、
人
と
人

の
距
離
が
密
に
な
ら
な
い
よ
う

ご
配
慮
く
だ
さ
い
。

公
民
館
事
業
フ
ォ
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

八
重
原
子
ど
も
自
然
体
験
教
室

高
齢
者
学
級

　
　
　
ふ
れ
あ
い
学
級

秋
の
収
穫
体
験

家
庭
教
育
講
演
会

「
コ
ロ
ナ
禍
に
負
け
な
い
！
家
族
の

心
の
ケ
ア
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

オ
ト
ナ
の
体
験
教
室

　
　
　
消
し
ゴ
ム
は
ん
こ
作
り
教
室

　成人を祝う集いは、新成人自らが成長を振り返り、家族や地

域の方々に改めて感謝するとともに、地域全体で新成人の門出

を祝える場となるよう、新成人と地域の人で構成された実行委

員で企画を練り、実施しているものです。

※新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、例年と会場、
開催時間が異なります。

日にち

令和 ３ 年 １月１ ０日（日）

時　間

八重原中学校区　受付：１３時００分～　集い：１３時３０分～

君津中学校区　　受付：１5時００分～　集い：１5時３０分～

会　場

君津中学校区・八重原中学校区ともに君津市民文化ホール　大ホール

対　象

君津中学校区・八重原中学校区に在住の新成人

※市外または市内別学区に在住で、君津中学校区または八重原

中学校区の成人を祝う集いに参加を希望する方は、事前に八重

原公民館にお申し込みください。

問合先＝八重原公民館　☎０4３9（55）１84０

第　119　号
編集・発行

館 報 編 集 委 員 会
八 重 原 公 民 館

君 津 市 南 子 安 9 － １７ － ２
Ｔ Ｅ Ｌ　０4３9（55）１84０
Ｆ Ａ Ｘ　０4３9（55）１94０

八重原地区人口

令和 ２ 年１０月末日現在（前号比）

　男　　１２,449（－ 64）

　女　　１２,１２8（－ ７4）

　計　　２4,5７７（－１３8）

世帯数　１１,554（＋  4 ）

「八重原地区」とは…三直・八重原・内箕輪・内蓑輪・法木作・外箕輪・杢師・南子安・北子安の地域です。

八重原地区ふれあい文化祭代替企画

八重原ふれあい展示会
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【
作
り
方
】

①
こ
ん
に
ゃ
く
ゼ
リ
ー
を
鍋
に
入

れ
、
弱
火
で
５
分
加
熱
し
、
と

ろ
と
ろ
の
液
体
に
す
る
。

②
り
ん
ご
と
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
を
一

口
大
に
切
っ
て
、
串
に
刺
す
。

③
②
に
①
を
つ
け
て
、
氷
水
に
つ

け
て
冷
や
す
。

＊
ほ
か
の
フ
ル
ー
ツ
で
も
代
用
で
き

ま
す
が
、
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
と
し
た
食

感
の
フ
ル
ー
ツ
の
方
が
、
ゼ
リ
ー
の

食
感
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
楽
し
め
ま
す
。

　

昨
年
度
の
オ
ト
ナ
思
春
期
学
級

な
で
し
こ
学
級
の
活
動
で
調
理
し

た
『
プ
ル
シ
ャ
キ　

フ
ル
ー
ツ
』

（
女
子
栄
養
大
学
講
師
の
白
野
浩

子
さ
ん
考
案
）
の
レ
シ
ピ
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

　

ゼ
リ
ー
の
プ
ル
プ
ル
感
と
フ

ル
ー
ツ
の
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
感
の

ギ
ャ
ッ
プ
が
面
白
く
、
ク
リ
ス
マ

ス
の
シ
ー
ズ
ン
に
も
ぴ
っ
た
り
の

と
っ
て
も
簡
単
な
一
品
で
す
。

◆
プ
ル
シ
ャ
キ
　
フ
ル
ー
ツ

【
材
料
】

こ
ん
に
ゃ
く
ゼ
リ
ー　
　

適
量

り
ん
ご　
　
　
　
　
　
　

適
量

パ
イ
ナ
ッ
プ
ル　
　
　
　

適
量

ちょこっと
レ シ ピ

ま
ち
か
ど
川
柳
・
俳
句

編

集

後

記

　

八
重
原
公
民
館
の
文
化
祭
は
昨

年
は
相
次
ぐ
台
風
の
た
め
、
今
年

は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
た
め
に
２

年
続
け
て
中
止
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　

作
品
の
展
示
は
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
密
に
な
ら
な
い
よ
う
に
気
を

つ
け
な
が
ら　

是
非
ご
覧
く
だ
さ

い
。
皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

　

一
昨
年
、
八
重
原
公
民
館
の
シ

ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
の
イ
チ
ョ
ウ
の
木

が
短
く
剪
定
さ
れ
て
少
々
寂
し
く

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
自
然
の
力

は
た
く
ま
し
く
、
今
年
も
た
く
さ

ん
の
葉
っ
ぱ
が
つ
き
見
事
な
紅
葉

を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

私
達
も
コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
、
た
く

ま
し
く
生
き
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

 

（
細
野
）

夕
涼
み

　
　

蚊
取
り
線
香

　
　
　
　
　

継
ぎ
足
し
て

蔵
の
森
（
外
箕
輪
）

注
意
さ
れ

　
　

叱
り
を
喧
嘩
と

　
　
　
　
　
　

グ
グ
る
人

校
舎
か
ら

　
　

合
唱
聴
こ
え
る

　
　
　
　
　
　

世
に
戻
れ

友
有
　
志
春
（
外
箕
輪
）

＊  

引
き
続
き
、
ご
投
稿
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
！

■
投
稿
方
法

メ
ー
ル
で
送
信
す
る
場
合

件
名
…
ま
ち
か
ど
川
柳

①
ペ
ン
ネ
ー
ム

②
住
ま
い
（
字
名
の
み
）

③
一
句
（
五
・
七
・
五
）

を
記
載
の
上
、
こ
ち
ら
に
送
信
し

て
く
だ
さ
い
。

y
aeh

ara-k
@

city
.k

im
itsu

.lg
.jp

山本貴美子さん（法木作）

街
人
ス
ケ
ッ
チ

―
―
ま
ず
は
、
ご
自
身
の
活
動

の
内
容
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ

さ
い
。

　

き
み
つ
少
年
少
女
合
唱
団
の

伴
奏
、
松
本
ピ
ア
ノ
・
オ
ル
ガ

ン
保
存
会
の
専
属
ピ
ア
ニ
ス
ト
、

カ
ル
チ
ャ
ー
君
津
で
の
ピ
ア
ノ
講

師
、
自
宅
で
英
語
教
室
を
開
い
て

い
る
ほ
か
、
今
年
は
市
内
の
小
学

校
で
学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
も
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
―
―
活
動
す
る
上
で
の
今
の
思
い

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

お
子
さ
ん
が
夢
中
に
な
れ
る
こ

と
を
一
つ
で
い
い
か
ら
見
つ
け
て
、

自
信
に
つ
な
が
る
よ
う
お
手
伝
い

で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
ソ
ー

シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
な
ど
配
慮

で
き
る
こ
と
を
し
つ
つ
、
縁
あ
る

方
に
向
き
合
っ
て
い
る
日
々
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
お
か
げ
で
、
今
ま

で
、
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
た

美
味
し
い
も
の
を
食
べ
た
り
、
人

と
会
っ
た
り
、
集
ま
っ
た
り
、
歌
っ

た
り
と
い
う
こ
と
が
こ
ん
な
に
も

大
切
な
こ
と
だ
っ
た
の
だ
と
気
づ

か
さ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
達
に
は
学
校
の
行
事
や

習
い
事
な
ど
、
制
限
が
あ
る
中
で

は
あ
り
ま
す
が
、
い
ろ
い
ろ
な
機

会
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
、
ま
た
そ

う
し
た
機
会
の
一
つ
一
つ
を
大
切

に
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
―
今
後
の
抱
負
や
夢
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
ず
は
、
ピ
ア
ノ
を
一
生
弾
き

続
け
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま

す
。

　

君
津
の
宝
で
あ
る
松
本
ピ
ア
ノ

の
素
晴
ら
し
さ
や
、
音
楽
の
楽
し

さ
を
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

君
津
市
民
文
化
ホ
ー
ル
と
い
う

素
晴
ら
し
い
施
設
も
あ
る
の
で
、
多

く
の
方
に
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル

の
音
楽
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
、
い

　
今
回
は
、
音
楽
家
と
し
て
、

ピ
ア
ノ
や
英
語
の
講
師
と
し
て
、

多
方
面
に
ご
活
躍
の
山
本
貴
美

子
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

松本ピアノの演奏会

君
津
ま
ち
な
か
子
ど
も
食
堂

　

君
津
市
「
市
民
が
主
役
の
ま
ち

づ
く
り
支
援
事
業
」
の
ひ
と
つ
で
、

放
課
後
な
ど
に
お
け
る
子
ど
も
の

居
場
所
づ
く
り
を
行
う
「
君
津
ま

ち
な
か
食
堂
」
。

　

今
年
の

７

月
に
北
子
安
の
こ

だ
ま
館
を
会
場
に
第

１

回
を
開

催
し
た
こ
と
を
皮
切
り
に
、
毎
月

第

４

火
曜
日
に
活
動
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

　

君
津
ま
ち
な
か
子
ど
も
食
堂
は

「
子
ど
も
達
を
地
域
の
大
人
が
育

み
・
支
援
す
る
場
所
、
地
域
の
誰

で
も
利
用
可
能
な
多
世
代
交
流
拠

点
と
な
る
場
」
と
な
る
こ
と
を
目

指
し
、
活
動
に
は
大
人
も
子
ど
も

も
大
歓
迎
。

　

開
催
日
に
は
、
子
ど
も
達
が
一

緒
に
学
ん
だ
り
、
遊
ん
だ
り
す
る

「
子
ど
も
広
場
」
の
時
間
を
設
け
、

お
弁
当
の
配
布
と
フ
ー
ド
パ
ン
ト

リ
ー
（
食
品
の
無
料
配
布
）
の
実

施
な
ど
、
コ
ロ
ナ
対
策
を
し
な
が

ら
も
、
積
極
的
に
活
動
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

　

参
加
の
お
問
い
合
わ
せ
、
支
援

の
お
申
し
出
も
歓
迎
で
す
。

■
お
問
い
合
せ
＝
℡
０
９
０
‐
７

０
１
７
‐
０
４
２
７
（
井
上
）

サ
ー
ク
ル
会
員
募
集
！

地

域

の

情

報

Ｂ

Ｏ

Ｘ

紫 

扇 

会
（
し
せ
ん
か
い
）

　

藤
間
流
の
日
本
舞
踊
の
サ
ー
ク

ル
で
す
。
初
心
者
大
歓
迎
。
あ

な
た
も
楽
し
く
踊
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。
扇
子
お
貸
し
し
ま
す
よ
。

会　

場

：

八
重
原
公
民
館

練
習
日

：

毎
週
火
曜
日

　
　
　
　

 

１３
時
３０
分
～
１5
時

講　

師

：

藤
間　

微
世
吉

連
絡
先

：

０
４
３
９
‐
３２
‐

　
　
　
　

 

３
３
４
９
（
工
藤
）

ヨ
ガ
の
木
サ
ー
ク
ル

　

気
功
も
取
り
入
れ
た
心
と
体

に
や
さ
し
い
ヨ
ガ
で
す
。

※
体
験
随
時
受
付
中

講　

師

：

川
﨑　

い
づ
み
先
生

活
動
日

：
毎
月
第
１
、
２
、
３
木
曜
日

　
　
　
　

 

１３
時
３０
分
～
１5
時

会　

費

：

月
千
五
百
円

連
絡
先

：

０
４
３
９
‐
55
‐

　
　
　
　

 

１
８
４
０

　
　
　
　
　
　
　

 （
八
重
原
公
民
館
）

ず
れ
君
津
か
ら
世
界
に
羽
ば
た
く

音
楽
家
が
生
ま
れ
て
欲
し
い
で
す
。

　

私
自
身
も
、
ア
メ
リ
カ
で
暮
ら

し
て
い
ま
し
た
が
、
君
津
に
戻
っ

て
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
今
の

子
ど
も
達
が
巣
立
っ
た
と
し
て
も
、

ま
た
君
津
に
戻
っ
て
き
た
い
と
思

え
る
、
そ
ん
な
街
で
あ
っ
て
欲
し

い
な
と
思
い
ま
す
。
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